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テニス競技におけるエラーに関する研究
平田大輔（文学部准教授）
　ボールゲームでは刻々と変化する中で、相手やボールの動きに対応し
なければならない。その中で相手にいかに多くエラーをさせるかといっ
た相手との駆け引きが重要になってくる。テニス競技においてはエラー
を少なくすることが重要で試合においてエースの数よりもエラーの数が
多くみられ、エラーの数が勝敗と関係があると言われている（Brody 
2000）。
　しかし、エラーといっても表面的に見える失敗だけでは分からないこ
とがある。どのような原因でエラーをしてしまったのかを知ることはエ
ラーの予防策にもなり、今後の指導に役立つと思われる。
　そこで本研究では課題1としてテニス競技における表面的にみられる
エラー分析を行い、課題2としてエラーの内的過程についてインタビュ
ーからエラーを質的に分析することを目的とする。
　ここでのエラーは unforced error、すなわち自発的な凡ミス、注意
不足で起こるエラー、相手の攻撃や打球の威力に押されていない状況で
のエラーのことである。
　
課題1　方法
　2010年5月に行われた関東大学テニストーナメントでの女子シング
ルス10試合を対象に行った。対象の10試合についてゲームの取得の有
無によってどのようなエラーが見られるかをみた。
　分析は下記の項目について行った。
①ショット……フォアハンド・バックハンド、エラーしたショット
②エラーの種類……コース、アウト・ネット、相手のコース、コースチ
ェンジの有無
③ポジション……エラーしたポジション（9分割）
について、ゲームの取得の有無でどのような違いがみられるかをみた。
　
結果
　対象10試合における総ポイントは1201、アンフォースドエラーは
662であった。ポイントの平均は120.1（最少62〜最大169）、総アン
フォースドエラーの平均は66.2個（最少29個〜最大96個）、平均エラ
ー率は55.1％（最少43.7％〜最大64.4％）であった。
　表1はゲームの得失別に①〜③のエラーのショット、種類、ポジショ
ンにおける結果である。いずれもゲームの得失にエラーの表面的なエラ
ーには違いがみられなかった。そこで課題に2における内的な部分に着
目する。
　
課題2　方法
　課題1で対象になった、10試合おいて選手に対し、エラーした場面
においてエラーの理由を半構造化インタビューにて行った。
　分析方法はインタビューを文章にし、それをさらに節に分割し、内容
分析を行う。各意味単位を情報処理過程にある入力過程、媒介過程、出
力過程にカテゴリー化し分析した。
　分類は過去の研究を参考に4つに分類して行った。
　状況把握……適切な情報源に注意を働かせる。（例：ボールが浅かっ
た、深かったなど）
　考え判断する……注意した情報源から目的に対して「どうするか」を
考え決める。（例：先の（前の）ポイントを考えてしまった。行けると
おもったなど）
　動作……これまでの情報に基づいて考え、決めたことを行動にうつす
（例：準備ができていないなど技術的な問題。）
　感情気分……喜怒哀楽。直接関係するのは考え判断する過程であるが、
状況把握、動作にも影響を及ぼす。（例：自信がない、あわてるなど）
　
結果
　エラーの問題の所在は「考え判断する」機能での原因が多い。「感
情・気分」も「考え判断する」過程で表現されていることが多く、これ
らの機能で、50％以上でエラーの問題が起きている。また動作の段階
でも約30％みられることから、技術の未熟さが考えられる。
　よって、もっとボールを打つスキルを高くする必要があり、スキルの
使い方を学習して行く必要がある。
表１　ゲームの取得有無によるエラーの割合
取ゲーム 失ゲーム
エラーの数 181( 18) 481( 39) （　　）内　DF
エラーショット
取ゲーム 失ゲーム χ2検定
アウト 60.7%( 99) 64.7%(286)
n.s
ネット 39.3%( 64) 35.3%(156)
フォアハンド 61.3%(100) 62.0%(274)
n.s
バックハンド 38.7%( 63) 38.0%(168)
ストローク 77.9%(141) 75.3%(362)
n.s
リターン 12.2%( 22) 12.9%( 62)
DF  9.9%( 18)  8.1%( 39)
その他  0.0%(  0)  3.1%( 15)
エラーしたコース
取ゲーム 失ゲーム χ2検定
ストレート 38.0%( 62) 44.8%(198)
n.s
クロス 62.0%(101) 55.2%(244)
エラーする前の相手の打ったコース
取ゲーム 失ゲーム χ2検定
ストレート 30.7%( 50) 34.4%(152)
n.s
クロス 69.3%(113) 65.6%(290)
コースチェンジの有無
取ゲーム 失ゲーム χ2検定
No Change 48.5%( 79) 51.6%(228)
n.s
Change 51.5%( 84) 48.4%(214)
エラーポジション
取ゲーム 失ゲーム χ2検定
ディフェンスゾーン 75.7%(127) 75.6%(334) n.s
オフェンスゾーン 20.1%( 33) 18.6%( 82) n.s
フィニッシュゾーン  0.6%(  1)  7.9%( 17) n.s
フォアサイド 32.9%( 54) 29.6%(131) n.s
バックサイド 40.2%( 66) 39.4%(174) n.s
センター 25.0%( 41) 29.0%(128) n.s
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